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出好番　観 測　部 月　報

　　　　　四月流星の班外白白～錬畠射顯の決定

　　　　　　　　　　　　流星課長
　　　　　　　　　　　小言ま二郎

1．班外観測者の概略（班の観測は第八巻87號289頁参照）

No．・ 観測者 白地i・・日1・・日122司23日

一
r

1 岡　崎i義　男o渡邊蕨…曲調 寄島縣廣島市 13（3）
一 一 、

2 吉　田　：工　一 大　　阪　　市 6（1）
『 一

5（1）

3 正　木　健　三 愛媛松山市 7（3）
一 一 一

4 長　　岡　　浩 京　　都　　市 10（3）
『 、 、

5 改獲香呑 紳戸市西須磨 3（0）
『 一 、

6 佐　藤来茂 島根縣濱田町 12（8）
一 、

4（4）

7 田　申　鐵　馬 観岡岬福岡市 3（0）
一 一

4（o）

8 絶　井壽彦 大分縣臼杵町 、 『 ｝
5（0）

9 入代田　貫一郎 香川縣小豆島 5（p）
『 一 一

10 丹生谷壽美男 愛媛縣松山市 9（1）
『 一

1（0）

　備考　（）毒中の数に琴座流星群に属すべしピ推定さるsものである・日付it

　翌日正午までを同日のも2）　Sして置いナこ・

2．輻射鮎の決定

琴坐流星群の観測幅射鮎を次に示す．同日にて二個あるは別別の星圖よ

り求めナこからである．

日付

IS．5

20．3

20．5

22．5

齪測者

村
村
村
村

中
中
中
中

輻射鮎

ct＝277　a：：＝十35

　277　十38
　277　十35
　277　十38

流星藪

4
8
6
3

　
　
　
1

日付

22．5

22．5

20．6

齪唖者

村
田
藤

中
柴
佐

輻躬黙

ct＝＝277　6＝＝十36

　274　十36
　276　十38

流星籔

げ
り
6
6

副産物ミして得られずこ北冠座流星群の輻射黙なも附記して置く・

1〔泌 小棋 一鵬2δ一＋…i 4 20．5 小山 儲＝235．5δ＝十30　　4
隔

2q5 中村 238　　十2g 6 22．5 柴田 237　　　十30　　6
22．5 中村 237　　十32．5 5 22．5 柴田 232　＋28　51



61 十月の太陽面活動の概況

　　　　　　　　　十月の太陽面活動の概況

　　　　　　　　　　　　　太陽課幹事
　　　　　　　　　　　　　柴田淑次

　我々観測部の毎月の報告ミして我太陽課も此れから毎月，月々の太陽面

活動の概況を御披露に及ぶこミミする。所で現今，我太陽課に活躍せる人

は，前々號にも一寸報告された通り京都大學天文肇において五入，それに

地方の黒織観測者を加へて悟入である．此れから此塵に書く事がらは大艦

京都の天文皇でなされナこ観測を主ミする．筒ほ念の爲め，京都の天文皇に

活動する人々ε各自の分澹仕事を下に示さう．

　　上島理學士太陽分光爲眞〔太陽鏡，五来焦黙反射鏡及び分光篇眞機〕

　　中村　要氏紅焔眼覗観測〔8cm反射鏡s　tS・）vヵ㌦分光器にて〕

　　獅撫養｝太陽醐・摂す・理論・勺蹴

　　柴田　淑…欠氏　太陽黒黙の爲眞撮影及び統計〔18cm屈折鏡潜以て〕

撮影日付

IO月　2日

　　2
　　6

　　9
　　9
　　10

　　10

　　11

　　ユ1

　　13

　　13

　　21

　　22

　　31

　　31

時間

9寺37　；｝

9　45

8　55

9　　5

8　35

10　37

10　45

10　IO

IO　13

10　55

13　0
16　30

9　　5

8　25

8　58

　拐て十月は曇りに績くに雨を以てしたので，

太陽童心は皆目εれなかった．併し左に示す日

に撮られた皇后より見るξ，例の先月末に古今

回暦有の大黒鮎ε現はれたあの黒鮎は本月には

入って急に小さくなり，燧iに十月三日，後に廣

大なる波紋を残しつつ太陽の裏側へ沈浸してし

まった．其の後はさし｛，の大黒鮎にふさはしく

實に美しい白湯が見られナこ．越えて十五日（？）

再びその歯舌群は太陽の血縁にあらはれ，前よ

り幾分面面はしてゐナこが，再び太陽面上に一大

波瀾を巻き起しつつ西へ西ヘミ急いだ．そして，

本月31日に撮つk乾板にはも早や見えなくなっ

てしまってゐfc．其他には別に著しい黒潮もな

い．序でに之は十月の話ではないが去る九月二十二日午前八時四十分頃中

村要氏によりすばらしい紅焔が観測された．高さ實に390，000　km．位置は

東端にて緯度＋200より＋30．へかけて．である所で面白い事には其後

10分の後之の紅眉はすっかり浦えてしまってみた，
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　　　　　　　　　　　　　攣光星観測報告

　　　　　　　　　　　　　　　愛光星課幹事

　　　　　　　　　　　　　　　小山　秋雄

　　4月より毎月，次の如く憂光星の観測結果の報告を載せる・5なナこでも

観測されk方は，又さんな観測でもよいから迭っていナこだきナこい．報告用

紙は申込み次第差上1ナる・

　叉観測希望の方は愛光星課宛使用器械等を記して報じてほしい．できる

だけ星影その他について便宜をはかる．今月分は下記の通り．

観測者

小山秋雄

中原静彦

中村要
村上忠敬

　観測地　　　　　　　器　械
京大天文皇　カルバー13センチ反射鏡（80×，40×），讐眼鏡

鹿兇島　　　12センチ屈折望遠競（99×）

京大天文皇　エリソン16・センチ反射鏡（46×），5センチ屈折

京大天文皇＊18センチ屈折望遠鏡（70×），5センチフアnンa“　一

＊入月十日より九月十日抱の分匿鹿児島

月日暗光劇鰐翻司胴時光劇備考狂者
　eO1838

1928年

　9　13

　　21

　　25
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．
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月
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村上
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ハーバード民報ば九月二十入日に極大・

ほダその頃1：極大1：twし7；らしい・

021405　　　く　じξ》　　　の　　　0　　　（Cetg）
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〃
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月
月
月

月

証明ルイ
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バ

第91號の魏測報告Lゐρ塗照さるれ．1　1“ミ

ラーt入月末に極大であっ7こ事がわか
ろ・京都にてに七月末から入月にかけ
てば天候不良のナこめ，観測不能であっ
恥さうである・此れナごけの観測より極
大日を確定するの111困難である．魏測
されナこ方があるならば至急報告してほ
しい，ちなみに本年の極大光度は2・9に
麗し，　1923年以來の明るさになつナこ・

　160210へび　の　U　（Ser・）

1928年
’5

ﾀ
溶
β
β

8
1
1
1
1

　
1
1
1
唖
⊥

1
9
9
9
8

1後
〃
〃
〃
〃

q
り
1
1
7
0

　
2
2
　1

7
8
8
　
9

　13　i7　9　12．2
　15　il　8　IL8
　17　tl　7　11．8
10　　7　　〃　8く12・0

　16　　〃　8く12．0

雲 枇
〃
甥
〃

上
原

　
　
〃
〃
〃

村
中

六月末の極大葎すぎて，十一月初めの
躁定の極小に次第に進んで行く・極小
光度の平均ば12．8等なので遂に十月申
ばに覗界な去つずこ・

備考
12センチ屈折にて観測

暗刻ば日本中央標準時・80Xltl倍寧八十倍の事・

く12・Oit12・0以下の意昧・
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月　日　時　光度 1備考槻測者 ｝月日蒔光度 1備槻鵬
161607へびつかひ　　　一「192d年

@715後1110・7
@　22　〃12　10．3

の　W（Oph）

@　　　　村上ξ彦　　　　　　　　〃

i中日A．A．V．SO會員の槻測によるε，1927年に1工六月二†九日に，極小，十月ド｝・四日に極大があったが，

c観測よりも，極大極小の畦が定められる
此の蓮績的

8　20　〃9　1LO
@　．21　〃9　11D

氓ﾌ星も極大なすんだ頃から・極小光
xに十四等以下になる・極大の平均の
�xば94週期331日

詞　　　　　　多 1グラフに描けば面上い曲線が得られる・
D本年の極大に雌の観測によ
ﾜ日頃にあっナこらしい・

@205925a　　きつね　　の1928年

@715前2く125

る．ぜ，五月十

q　（Vu1．）

@　　　小山
171725ヘルクレス のRS（：Her。） 8　　　9　　イ麦11　　11．2

1927年422後10　9・5

@　23　〃10　9．7

中
村
〃

12　〃9　10．6
P5　〃10　　9．9

Q1　〃11　9．7

曇　　多號　　　　　〃

24　〃9　　9．8
Q6　〃20　9．9

多 9　　　4　　〃10　　　9，0

@　9　〃9　　8．8
月　　　　〃

@　　　　〃5　20　〃10　11．6 〃 14　前1　8・9 不正確　　〃

22　〃】1　1L7 〃 10　9後9　9・0 〃

25　〃10　12．1 〃 10　〃9　　9．1 〃　　「

26　〃U　12．3 〃 12　〃7　　9．1 〃
27　〃10　12．4 〃 15　〃8　　9。1 〃
28　〃9　12．4 〃 19　〃9　　9．3 〃

　30　〃9　123
U　1　〃10　12．4

〃
〃

　　31　〃7　】0．3

P・1〃7…　｝
〃
〃

　　2　〃10　12．4
@　9　〃11　12．5
@17　〃1ユ　12．4

@19　〃U　12．3
@28　〃10　12．2
V　18　〃10　12．2

月　　多月　　　　　〃

氏@　　　　〃
@　　　　　〃
@　　　　　〃

極大1工九月二十二日頃に起り，ハーバー
hの豫報九月十五日よりおくれてみる・

@215845　はしてう　の1928年711後1011五

@　12　〃11　12．0

　SS（Cyg．）

_　　　村上．
@　　　　〃22　〃11　12」 〃．

15　〃9　U．8 〃

27　〃9　12．0 〃 26　〃10　8．4 月　　　　〃

8　3　〃U　11・1 〃 28　〃9　　8。3 〃

15　〃8　10．8 〃 8　　　7　　　〃　　9　　　10．9
〃

19　〃9　10．8 〃 10　〃9　10．9 〃

9　30　〃9　8．5 〃 20　〃8　10，9 〃
10　　　1　　〃　8　　　8．3 〃 21　〃9　U．5 〃

17　〃7　8．4 〃 9　3　〃8　11β 〃

18　〃8　　83
Q2　〃　8　　8，3

Q3　〃8　　8．4
Q4　〃7　　8．5

Q6　〃8　　8．4

〃
多
〃
〃

10　〃7　1LO
P3　〃9　　9．3
P7　〃7　　8．4
P9　〃8　　9．4
Q1　〃12　　9．7

　　　　中原
@　　　村上
@　　　中原
_　　　村上
@　　　　〃

11　　25　　〃　　6　　　9．0 〃 25　〃10　10．9 月　　　　〃
1928年 10　　　2　　　〃　　7　　　11．8 〃

4　16　〃10　8．8 〃 10　〃11　11．3 〃

5　9　〃10　8．0 〃 15　〃10　11．9 〃

13　〃9　　7。8 〃 22　〃10　11．3 〃

　　1S　〃9　7．8
@　19　〃9　　7．7

U10前3　8・5
@　10後9　8・5
V　3　〃9　9．1
P016〃710．7

　　　　　　多　　　　　　〃

Tセ。チ　多　　　　　　〃

申口径望遠鏡にて最：細面白い星である・

Wセンチ程度にてに極小の時匡観測しに
ｭいかも知れぬが亡に角興味な惹く星
ﾅあろ・光度曲線その他詳細な事に二二
ﾉゆづる・
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　アルゴル極小の観測

　有名な食憂光星アルゴルは三日足らすの週期で九時間の中に2．3等より

俄に3．5等に落ち，更に叉常光に復：する星で，不常の光度の時にはペルセ

αよりわっか小さいだけでなんのへんてつもない星であるが，極小の時を

齪測するε数時間の中に面白い結果が得られる．アルゴルについては天界

第七十號，第八十號を参照されたい．

　観測の一例ミして本年十月十日から十一日に亙った自分の観測を掲げる

九月の初めより極小の時を狙ってみたが京都では天候に妨ぴられて此の日

にはじめて観測のできた次第である．我國の様な経度の土地では外回では

観測のできぬ極小を捕へる事ができ，叉短時間の中に，而かも肉眼で完全

に観測ができるのだから切に此の冬の観測を望む次第である．

　星圖は本部襲行のものを用ひ，全部光階法で槻回した．師ち

日 附 sw測1光度
10月10日ユ9時51分

　　　20　23

　　　　45
　　　21　］8

　　　　51
　　　22　28

　　　2，0）　16

　　　　29

　　　　36

　　　　53

ib3P　3d

　b　2P　2d

　c3P　Od

　dIP　4e
　d　3P　3f

　gO．5P　3．h

　h　2P　ll〈

　h　3P　O．51〈

　h　3B　］1〈

　h　3P　2k

2．42

2．49

2．64

2．72

2．81

3．03

3．32

3．40

3．38

3．31

日　　附

11口　0躊工6分

　　　31

　　　52

　　1　12

　　　58

　　2　15

　　　35

観　測

h　2P　41｛

g　tP　Oh

f　o．5P　lg

£　OP　le

d　2P　4e

d　Op　3e

b　2P　3d

光度

3．26

3」6

3．01

2．96

2，76

2．72

2．38

比較星 光度 比較星 光度

b
C
d
e
f

アンドロ　　　Y

カシすペア　　β

びつち　　　β

ペルセ　　　ζ

ペ　ル　’セ　　　　ε

2．20

2．42

2．72

2．91

2．96

9
h
’
k

ペルセ　　　　T

ペルセ　　　　δ

ひつぢ　　　α

3．0｛

3．10

3．58

上の観測結果を方眼紙に横に時間，縦に光度をミつて，鮎を打ちなるべ

くその鮎の中央を通る様に線を向いナこ．アルゴルの時には直線でよい．そ
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の交黙が極小にあナこるわけだが，此の観測より23時39分部ち10月10日午後

11時39分が極小の時間こして得られナこ．

探、　　　　　。肇蹴に搬器あ論
．髪

二瀞

ゑ9反

ao　1
ニ
ニ

1：一欄

te　ci　，，　？」　”tJg　t

　　hi．ea・1　ptpt　？Ent　PJIe　Ol｝　ti」　2“

撒分早く，天文月報の豫報よりは聖賢おくれてみる．

観測の注意

　観測方法については，中村象棋著「趣味の天罷観測」に詳しく記されてみ

る．要鮎は少々まちがってもかまはぬから思ひ切って光度を決定するにあ

る．初めの間は星が愛光してみるのか自分の眼か攣ってみるのかわからな

いか，

　光階法でやるのは初心の方に少し困難かも知れないが，大艦一光階をα1

等級ミして，憂光星を間にはさむ様な比較星a，bをこって，その差が0．5

等であればaごbの間を五光階ミ假定するそして眞中より少しの方に近

ければa2v3bε見積るのも一便法だら5，併し慣れれば比較星の光度は

見ないで全部光画法でやればよい結果が得られる．上の観測の光度は百分

半一等級まで畠してあるが，最後の桁はあるひは無意義のものであったか

も知れない．此の観測の光階はO．07等級であった．

　長週期攣光星の揚合では光度は十分の一等級まで，時間は日の十分の’

まででよいがアルゴル等短週期愛光星の時には藪分の所までは精確に極小

が決定できるから時計は充分正確にしておいてほしい．観測は最大限度30

分卒均20分位の間隔でやられるのがよい．上の観測の時には雲に妨げられ

て間隔の廣い所がある．観測の回撒は多い方がよいが，極小こ思はれる頃

は観測が難しいからその前後二三時間を精密に観測した方がよからうミ思

ふ．地李線近い時，空の明るい時，著しき月光等は避けねばならぬ．

及13日の賓の自分の観測ミ

此の翻測ミを卒均して，10

日23日寺38分1三芒銭ナこ．　」七れ1よ

天文同好會の嶽年前の観測

から推算せるものよりは十
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　他のアルゴル型攣光星

　現在200あまりのアルゴル幽晦光星の中，肉眼的のものにはをうしのλ，

てんびんのδがある・前者は愛光範園0・4等級に止まるから観測は困難だら

う，週期が四日に一時間足りないだけだから観測に都合のよい時は引き績

きニク月はよいが・できなくなれば叉ニケ月程駄目になる・十二月は

　2日4．5時6日3・4時……29日20・6時　ミ都合のよい時が帯く・

後者は双眼鏡的攣光星中にゆつった・爾ぎょしやのεも9900日の週期を有

する肉眼的愛光星である・本年・來年が27年振りで極小の頃に黙る・粒界

第85號山本博士の記事を参照されたい．週期の短い方ではうをRVは6時間

牛の週期を持ってるる・肉眼的な星ではないが，や0）U，はくてうのWW，

アンドロメダTW等は三等級口乞四階級も短時間の中に愛る．観測用の

星圖はお望みEあればお回りする．アルゴル型憂光星の週期も勿論一定な

ものでなく小量であるが，週期逆叉はの非週期的攣化を示す．

　日心時と地心時

　アルゴルの極小の如く分の程度までの精確さが必要の時には地球の上で

観測された時期そのままを用ひて推算したりする事はできない・地心時か

ら日心時に攣更せねばならない・

　地球が太陽の周園を公回してみるので，ある一つの星より見れば，一年

中の季節の憂化に鷹じて，地球の方が太腸よりも近くに來tこり，叉は太陽

の向ふに地球が行つtりして，星ミ地球太陽間の距離が攣る．例へば此の

頃，アルゴルが天頂近くにある夜牛には太陽は足下にあるからアルゴルか

ら來fe光は地球に達してから太陽に達するには殆んさ8分を要する．夏で

は此の冊封で太陽の方がアルゴルに近い．だから夏だε太陽で見てみる方

が地球上で見てみるよりる8分程早く極小が起り，冬ではその逆である．

師ち日心時に修正すれば地球の公韓によりて生する極小の時期の週期的攣

化をなくする事ができるわけである．

　上の観測は地心時だから，日宇時になほすには6分加へて24時44分が極

小期さある．補正すべき量は星の天球上の位置及四季の時節によって異る．

　さんな観測でもよいから観測せられたならば是非報告していナこだきたい

　なるべくならば侮月末までに．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（小　山　記）


